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会員数 741名

男
女
509名
232名

題字：小西英樹前理事長

烏ヶ岳から望む日の出 
烏ヶ岳は、鬼ヶ城とともに毎日福知山市街地から仰ぎ見る山です。

山頂には国土地理院の一等三角点があり、また、アンテナが林立し、測量の

起点、通信の拠点地として重要な役割を担っています。

（平成２７年１月１日現在）

（撮影：青山　勲 会員）
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人　

福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
皆
様
方
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
羊
」、
群
れ
を
成
し
育

ち
ま
す
。
干
支
の
如
く
皆
々
様
が
、
ご
健
康

で
幸
多
か
ら
ん
こ
と
、
ま
た
、
安
全
で
災
害

の
な
い
穏
や
か
で
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
年
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
設
立
三
十
周
年
を

迎
え
る
節
目
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。

　

私
、
昨
年
五
月
、
第
四
代
目
の
理
事
長
と

し
て
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
と
同
時
に
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
原
点

に
立
ち
返
り
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」

の
基
本
理
念
を
礎
に
「
親
切
・
丁
寧
・
誠
実
」

な
仕
事
に
努
め
て
参
る
べ
く
決
意
を
新
た
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
八
月
、
福
知
山
地

方
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、
市
街
地
を
中
心

に
多
く
の
公
共
施
設
や
住
宅
、
事
業
所
や
工

場
、
田
畑
な
ど
、
市
内
の
至
る
所
で
浸
水
や

土
砂
災
害
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
会
員
も
六
十
六
名
が
床
上
、
床
下

浸
水
の
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

ま
し
た
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
自
身
も
事
務
所
が
床
上
浸
水
の

被
害
を
受
け
、
施
設
や
書
類
、
什
器
、
通
信
機

器
、
車
両
が
水
没
す
る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
設
立

以
来
、
比
類
の
な
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
や
ご
激
励
を
賜
り
、
復
旧
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
様
の
ご
厚

情
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
復
旧
・
復
興
作
業
に
多
大
の
時
間
を

要
し
、
年
間
の
事
業
計
画
推
進
の
足
枷
と

な
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
。
し
か
し
、

今
こ
そ
先
を
見
通
し
「
前
進
」
あ
る
の
み
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
行
、
就
労
意

識
の
変
化
と
選
択
志
向
の
強
ま
り
が
顕
著
で

す
。ま
た
、
組
織
・
運
営
面
で
は
補
助
金
の
減

少
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
景
気
は
地
方
都
市
に
と
っ

て
未
だ
実
感
で
き
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

今
、
シ
ル
バ
ー
は
、「
臨
時
的
・
短
期
的
・

軽
易
な
仕
事
」
を
「
請
負
・
委
任
」
に
よ
る

「
適
正
就
業
」
が
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
事
故
の
多
発
、
剪
定
や
機
械
除
草

の
後
継
者
不
足
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
就
業

開
拓
等
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
市

民
の
皆
様
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
こ
そ
重
要
と
の
認
識
で
業
務

の
遂
行
に
邁
進
し
た
く
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、一
つ
に
は「
会
員
・
職
員
の
意
識

改
革
」
に
よ
り
増
大
す
る
仕
事
量
に
対
し
て

事
務
・
事
業
の
合
理
化
、
効
率
化
を
図
り
、
会

員
主
導
型
の
セ
ン
タ
ー
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。

　

二
つ
に
は
「
請
負
」
を
核
と
し
た
安
全
・

適
正
な
就
業
を
推
し
進
め
、
法
令
順
守
と
会

理
事
長塩

見　

康
郎
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員
の
高
齢
化
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
後
継
者

の
育
成
と
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

三
つ
に
は
、
里
山
事
業
・
企
画
提
案
方
式

事
業
（
シ
ル
バ
ー
農
園
）・
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ

プ
の
三
事
業
連
携
と
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
よ
り
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
「
親
切
・
丁
寧
・
誠
実
」
な
就
業
（
仕
事
）

に
よ
り
、「
さ
す
が
シ
ル
バ
ー
」「
お
お
き
に
」

「
あ
り
が
と
う
」「
次
も
頼
む
で
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
続
け
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
会
員
・
役
員
・
職
員
が
一

丸
と
な
り
心
新
た
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
、
ご
指
導
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
員
互
助
会
会
長

桑
原　

長
利

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
七
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
会
員
互
助
会
の
活
動
に
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
八
月
十
七
日
未
明
に
か
け
て
集

中
豪
雨
が
私
達
の
町
を
襲
い
、
市
街
地
の
ほ

と
ん
ど
が
浸
水
し
、
多
く
の
家
屋
が
床
上
、

床
下
浸
水
す
る
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
の
就
業

の
拠
点
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
事
務
所
ま
で
も
が

浸
水
被
害
に
遭
い
、
大
き
な
痛
手
を
被
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
の
い
た
る
所
で
の
が
け

崩
れ
や
農
地
の
被
害
が
発
生
し
、
大
変
な
事

態
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
わ
が
シ
ル
バ
ー
互
助
会
の
中
で
も
多

く
の
会
員
が
被
災
さ
れ
、
未
だ
元
の
生
活
に

戻
れ
て
い
な
い
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。
一
日

も
早
い
復
旧
と
再
び
の
就
業
、
活
躍
を
心
か

ら
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
甚
大
な
水
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
市

民
は
も
と
よ
り
、
会
員
の
心
中
を
思
う
中
で
、

皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
一
泊
旅
行
、

日
帰
り
親
睦
旅
行
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
の
主
要
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
苦
渋
の
決
断
を
行
い
ま
し
た
が
、

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
以

後
の
行
事
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
多
く
の
会

員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
昨
年
の
水
害
に
ひ
る
む
こ

と
な
く
、
新
た
な
互
助
会
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
の
望
み
を
掲
げ
て
全
力
で
前
進

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
歩
み
を

進
め
る
に
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
が
な
く
て
は
実
現
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
層
の
会
員
皆
様
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
経
験
・
知
識
・
技
能
豊
か

で
親
切
で
誠
意
あ
る
高
齢
集
団
と
し
て
、
わ

が
故
郷
福
知
山
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
共
働
・
共
助
」
で
会
員
の
皆
様
と
と
も
に

進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
わ
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
て
三
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
皆
様
と
と
も
に
、
節
目
の
年
を
喜
び
、

さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
す
る
べ
く
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

　

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
並
び
に
ご
家

族
の
皆
様
方
の
今
年
一
年
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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～事故ゼロをめざして～ 

項目 

傷
害
事
故 

物
損
事
故 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 
0 
0 
1 
0 
1 
0 
△1 
4 
1 
0 
0 
1 
0 
△1

2 
0 
0 
2 
0 
0 
0 
2 
0 
2 
0 
0 
1 
1

2 
0 
2 
0 
0 
0 
0 
2 
0 
4 
1 
1 
4 
3

1 
1 
0 
0 
0 
2 
2 
2 
2 
0 
1 
0 
2 
2

0 
0 
0 
1 
0 
1 
1 
2 
1 
4 
1 
1 
2 
1

2 
2 
2 
1 
0 
0 
0 
1 
0 
3 
2 
3 
1 
△2

1 
1 
1 
2 
0 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
0 
4 
4

0 
2 
2 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
1 
3 
2

1 
2 
0 
1 
1 
2 
0 
0 
1 
1 
0 
0 
2 
2

1 
1 
0 
0 
0 
 
 
1 
0 
0 
0 
1

2 
0 
0 
0 
0 
 
 
0 
1 
0 
1 
3

0 
0 
1 
0 
0 
 
 
4 
0 
0 
0 
0

12 
9 
9 
7 
2 
6 
 
20 
7 
15 
7 
11 
19

平成21年度 
平成22年度 
平成23年度 
平成24年度 
平成25年度 
平成26年度 
25年度対比 
平成21年度 
平成22年度 
平成23年度 
平成24年度 
平成25年度 
平成26年度 
25年度対比 

事故発生状況 

平成26年12月末現在 すでに、双方ともに増加しています。 
傷害事故 
物損事故 

6件（25年度 
19件（25年度 

2件） 
11件） 

（平成26年12月末現在） 

安全就業の意識を高めよう！！ 安全就業の意識を高めよう！！ 安全就業の意識を高めよう！！ 

　危険性の高い職群に対しては、安全パトロールを実施して注意喚起を行っていますが、事
故が減る兆しはありません。これらの件数には入らないものの、ちょっとした軽易なケガも
多発しています。 
　安全な服装や装備で業務に当たるとともに、簡単なもの、慣れた仕事と侮らず、下見や段
取りを十分に行い、一緒に仕事を行うグループでは、着手前のミーティングや仕事中の状況
を把握し、お互いに声をかけ合いましょう。自分の事はもちろん、仲間のことにも気をつけ
ましょう。 

就業中や現場への行き帰りの交通事故が多発しています。 
幸いにもケガだけですんでいますが、一歩まちがえば確実に命を落とす危険性を含んでいます。 
「私は、大丈夫」 と思わずに、是非とも講習会に参加してください。 

剪定班の安全パトロール 手引き除草班の安全パトロール 

交通安全講習会を開催します 

★ 開催日時　平成27年2月3日(火)　午後1時30分から 
★ 開催場所　中丹勤労者福祉会館　4階大ホール 
★ 内　　容　福知山警察署交通課の職員による交通安全講習 
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安全就業の心得 ～みんなで守ろう10ヶ条～ 
1 6

2 7

3 8

4 9

5 10

日頃から健康管理に努め、 
常に健康な状態で就業しましょう。 

●定期健診を必ず受ける。 

仕事の前日は十分に睡眠を 
とりましょう。 

●疲労を回復し、 
　気力・体力の充実を！ 

服装・履物・保護具はそれぞれの 
作業に適したものを 
着用しましょう。 
 ●準備万端に！ 

仕事を始める前には 
準備運動をしましょう。 

●アキレス腱を良く伸ばす。 

保護具や器具類は使用する 
前に必ず点検しましょう。 

●安全ガード等の不備・ 
　不良がないか必ず確認する。 

加齢による身体の機能低下を 
十分認識し、無理をしない 
ようにしましょう。 
●重い物は台車で運搬。 
　（手押し台車は手前に 
　　引かない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 

仕事をするときは急いだり、 
あわてたりせず、 
安全第一を 
心がけましょう。 
●時間も気持ちも 
　余裕を持って。 

※階段の昇降時・エス 
　カレーターに乗るとき 
　は必ず手すりを持ち 
　ましょう。 

就業の場は常に 
整理整頓を心がけましょう。 

●安全作業の基本です。 

共同で仕事をするときは 
合図・連絡を正確に 
行いましょう。 

●お互いの安全確認を！ 

行き帰りも仕事のうち、 
交通事故に遭わない 
ようにしましょう。 

●交差点では必ず 
　一旦停止・左右の 
　安全確認を！ 

こんなときは… “安
全
第
一
” 

就業中や就業途上にケガをしたとき、 
体に異常を感じたときは、必要に応じた 
応急処置をし、すぐに119番に、そして 
シルバー人材センターに連絡しましょう。 

1
応急処置 

2
119番へ 
緊急依頼 

3
シルバー人材 
センターに連絡 

病　院 頭を打った場合は必ず精密検査を！ 
他人の財物に損害を与えてしまったときは 

すぐにシルバー人材センターに連絡しましょう。 

●いつ（何時頃） 
●どこで 
●誰が（何名が） 
●どのような状態か 
●どこで待つ 

●いつ 
●どこで 
●誰が（何名が） 
●どのような状態か 
●搬送病院等 

見
逃
す
な 

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ 

あ
の
経
験 



第５３号  （６）平成２７年１月 会報　シルバーふくちやま

　
本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
に
あ
わ
せ
、

幟
旗
を
立
て
る
と
と
も
に
、
１０
月
１８
日
の
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
、
役
職
員

総
勢
３０
名
が
市
内
の
３
店
舗
前
を
お
借
り
し
て
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
シ
ル
バ
ー
の
事
業
紹
介
・
受
注
拡
大
・
会
員
増
強
を
図
る
た
め
に
一
人
ひ

と
り
に
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

普及啓発活動 

　

平
成　

年　

月　

日（
月
）、
午
後
２
時
か

２６

１０

２０

ら
松
山
市
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

塩
見
理
事
長
・
中
里
副
理
事
長
ほ
か
６
人

の
理
事
に
よ
り
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
状
況
や
課
題
を
報
告
し
、
平
成　

年
２７

度
に
向
け
て
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
補
助
・
就

業
拡
大
支
援
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日（
木
）、
午
後
１
時　

分
か
ら
兵
庫
県
養
父
市
シ
ル
バ
ー
人

２６

１１

２０

３０

材
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
理
事
長
ほ
か　

名
の
役
員
に
よ
る
先
進
地
視
察
研
修
を

１３

行
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
お
い
て
は
、
会
員
に
よ
る
現
場
確
認
・
見
積

作
成
・
施
業
管
理
の
実
施
、
資
機
材
の
整
備
の
考
え
方
及
び
請
求
金
の
コ
ン
ビ
ニ

収
納
な
ど
を
教
示
い
た
だ
き
、
企
画
提
案
方
式
事
業
や
独
自
事
業
へ
の
取
組
で
は
、

耕
作
中
止
農
地
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
「 
温
石
米 
」
に
よ
る
６
次
産
業
化
の
展

お
ん
じ
ゃ
く
ま
い

開
を
研
修
し
、
貴
重
で
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

福
知
山
市
長
へ
の

　
　
　
　

要
望
を
実
施

先
進
地
視
察
研
修
を
実
施



（７）  第５３号 平成２７年１月会報　シルバーふくちやま

ごぼう 

神棚用 

めがね 急ピッチで進むしめ飾りづくり わ 

恒
例 

お
正
月
用

正
月
用
「
し
め
飾
り
づ
く
り
」 

お
正
月
用

正
月
用
「
し
め
飾
り
づ
く
り
」 

お
正
月
用
「
し
め
飾
り
づ
く
り
」 

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
、
昔
な
が
ら
の
作
り
方
で
心
を
込

め
て
作
る
シ
ル
バ
ー
な
ら
で
は
の
「
し
め
飾
り
づ
く
り
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

　
毎
年
好
評
で
、
完
売
と
な
る
た
め
今
年
は
昨
年
よ
り
多
目
の
製
作
と

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
税
率
も
ア
ッ

プ
し
た
た
め
、
三
年
間
据
え
置
い
た
販
売

価
格
を
一
部
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
そ
の
分
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
来
栄
え

の
良
い
商
品
が
提
供
で
き
る
よ
う
製
作
者

が
心
を
一
つ
に
し
、
気
持
ち
と
力
を
込
め

て
作
り
あ
げ
ま
し
た
。 

　
特
別
注
文
の
神
社
神
殿
用
の
し
め
縄
も

ご
注
文
い
た
だ
き
、
技
術
的
に
難
し
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
品
物
作
り
に
研
鑽
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。 

　早いもので、シルバーショップは開設満２年となり、この間、近隣市のショップの運営形態
を参考にしながら運営してまいりました。 
　一昨年は台風による浸水被害を被り、昨年は集中豪雨被害で市街地が浸水、事務所もショッ
プも被害を受けましたが、皆様のご支援、ご協力により１０月から再開を果たし、以前と変わら
ぬ賑わいを取り戻しました。少しずつではありますが、出品会員、販売品目、数量を増やし、
売り上げも順次増えて、運営委員会も確実な手ごたえを感じているところです。 
　今後は、さらに出品者、品目、質・量を増やし皆様のご要望にお応えできる体制の確立に努
めてまいります。ショップの成長は、会員の生きがいと楽しみ、そして憩いの場の創出につな
がることを確信し、お客様の要望をしっかりと捉えて対応していきたいと思っています。 
　会員の皆さんの積極的、自主的な活動参加をお願いいたします。出品できない会員も先ずは
サロンで憩い、交流し、安くておいしい野菜で元気を生み出し、参加する楽しさを体感してく
ださい。ショップには、「今日、用（教養）がある。」、「今日、行く（教育）用事がある。」を合
言葉にぜひともお運びください。お越しをお待ちして 
おります。 
　ショップの開設日は、毎月第４木曜日です。 

買い物客でにぎわうショップ 



第５３号  （８）平成２７年１月 会報　シルバーふくちやま

平
成
２６
年
度
 

　

昨
年
度
に
続
き
、
文
部
科
学
省
後
援

硬
筆
・
毛
筆
書
写
技
能
検
定
の
審
査
員
、

渕
上
初
美
先
生
に
講
師
を
依
頼
し
、　
１０

月　

日（
水
）・　

日（
火
）の
２
日
間
毛

２２

２８

筆
技
能
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

筆
耕
の
経
験
者
、
初
心
者　

名
の
会

１８

員
が
参
加
し
、
年
々
、
需
要
が
拡
大
し

て
い
る
毛
筆
筆
耕
の
技
能
の
習
得
、
向

上
と
広
く
筆
耕
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
真
剣
に
筆
を
持
ち
、
練
習
課

題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
宛
名
書
き
を
中
心
に
練
習

し
、
住
所
と
氏
名
な
ど
の
字
の
大
き
さ

と
全
体
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
さ
を

学
び
ま
し
た
。
簡
単
そ
う
で
実
際
に
書

い
て
み
る
と
難
し
い
も
の
で
、
や
は
り

日
々
の
練
習
が
大
切
で
す
。

真剣に筆をとる参加会員

足立　数枝  
（金谷地区） 

西
川
　
允
又  

（
修
斉
地
区
） 

衣
川
　
節
子  

（
金
谷
地
区
） 

（五円玉） 

（
松
盆
栽
） 

（
宝
舟
） 
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シルバーパワーで清掃実施 

市
民
病
院
除
草

市
民
病
院
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

市
民
病
院
除
草

市
民
病
院
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

市
民
病
院
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

「
第
24
回
福
知
山

回
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
参
加
 

「
第
24
回
福
知
山

回
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
参
加
 

「
第
24
回
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加 

　
公
益
社
団
法
人
の
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
秋
の
冷
え
込
み
で
発
生
し
た
福
知
山

市
特
有
の
朝
霧
の
中
、
１１
月
１５
日（
土
）

福
知
山
市
民
病
院
の
玄
関
前
に
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
約
２
百
人

が
集
ま
り
、
敷
地
内
の
草
引
き
、
草
刈
、

剪
定
、
清
掃
等
に
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。 

　
８
月
の
浸
水
被
害
の
影
響
で
多
く
の

行
事
が
中
止
を
さ
れ
る
中
、
実
施
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
多
く
の
会
員
の
気
持

ち
が
結
集
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
た
作
業
で
し
た
。 

　
作
業
開
始
か
ら
約
２
時
間
、
除
草
・

剪
定
・
刈
り
込
み
等
は
会
員
の
皆
さ
ん

の
手
馴
れ
た
作
業
に
よ
り
市
民
病
院
の

玄
関
周
り
か
ら
北
側
駐
車
場
、
２
階
、

３
階
、
４
階
テ
ラ
ス
ま
で
見
る
間
に
す
っ

き
り
、
見
違
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

来
院
・
入
院
の
皆
様
に
気
持
ち
良
さ
を

提
供
す
る
こ
と
で
“治
療
”
“回
復
”
に

つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。 

　
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
台
風
水
害
被
害
で
中
止
と
な
っ
た
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
で
す
が
、
毎

年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
て
い
る
我
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、
待
ち
望
ん
だ
今
回
の
大
会
で
し
た
。 

　
恒
例
、
１１
月
２３
日
、
ま
だ
明
け
切
ら
ぬ
朝
も
や
の
中
、
清
掃
班
と
し
て
５０

名
、
施
設
警
備
と
し
て
１１
名
の
計
６１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
会
員
か
ら
５
回
〜
６
回
の
常
連
会
員
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
持
っ
て
参
加
し
た
一
日
で
し
た
。 

○
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
少
し
不
安
で
し
た
が
、
圧
巻
の
一
斉
の
ス
タ
ー

ト
を
見
せ
て
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
仕
事

は
ゴ
ミ
の
分
別
清
掃
で
、
分
け
る
の
に
大
変
で
し
た
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て

た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
性
会
員
） 

○
今
回
で
３
回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
が
、
ゴ
ミ
箱
に
カ
ッ
プ
や
屑
物
を
入
れ

る
と
き
に
か
け
ら
れ
る
「
あ
り
が
と
う
。
」
の
一
言
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
走
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
拍
手
を
贈
り
、
ま
た
来
年
来
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
性
会
員
） 

参
加
者
の
感
想 

体育館で警備を行う会員 

ゴ
ミ
の
分
別
を
す
る
会
員 
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小・中学校給食配膳員 職 職 種 種 班 班 紹 紹 介 介 
シルバーの会員として私たちはガンバッテいます 

　
シ
ル
バ
ー
で
は
、小
・
中
学
校
の
給
食
配
膳
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
は
、惇
明
・
昭
和
・
雀
部
の
各
小
学
校
に
各
１
名
の
計
３
名
が
従

事
。
中
学
校
は
、給
食
が
始
ま
っ
た
平
成
２５
年
度
か
ら
桃
映
・
南
陵
・
日

新
の
３
中
学
校
に
は
各
６
名
、成
和
中
学
校
に
は
３
名
、六
人
部
中
学

校
に
２
名
の
計
２３
名
の
会
員
が
従
事
し
て
い
ま
す
。
会
員
か
ら
す
れ
ば

孫
の
よ
う
な
児
童
生
徒
の
た
め
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

小
学
校 

●
惇
明
小
学
校
　
橋
本
　
栄
子
　
●
雀
部
小
学
校
　
殿
最
千
代
子 

●
昭
和
小
学
校
　
山
崎
志
津
子 

中
学
校 

●
桃
映
中
学
校
　
　
片
山
　
行
夫
・
横
田
　
靖
夫
・
横
山
　
喜
芳 

　
　
　
　
　
　
　
　
衣
川
　
重
和
・
板
倉
　
良
雄
・
田
島
　
政
治 

●
南
陵
中
学
校
　
　
足
立
　
重
治
・
中
井
　
義
雄
・
足
立
　
正
弘 

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
礼
子
・
桑
波
　
正
樹
・
梶
村
　
清
春 

●
日
新
中
学
校
　
　
福
島
　
榮
治
・
安
村
　
昌
之
・
藤
田
　
則
夫 

　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
秀
雄
・
芦
田
　
祥
子
・
山
内
　
房
子 

●
成
和
中
学
校
　
　
小
林
　
和
幸
・
岡
田
　
京
子
・
藤
田
　
操
子 

●
六
人
部
中
学
校
　
堀
　
美
恵
子
・
香
良
さ
と
み 

中学校の配膳員も頑張っています 
（南陵中学校） 

給食前のあいさつと消毒は欠かしま 
せん（昭和小学校） 

第6回「シルバーのつどい」を開催！！ 
　昨年8月の未曾有の水害で互助会主要事業を中止いたしましたが、会員皆様の今年度
の慰労と次年度のさらなる活躍を期して「シルバーのつどい」を開催します。 
　会員皆様のご参加をお待ちしております。 

●開催日時：平成27年2月14日（土） 午前10時開会 
●開催場所：サンプラザ万助　●会費：お1人様 5,000円　●申込締切：1月30日（金） 

■ 第 1部　開会式典 
　　　　　　会員発表「熱く語る  わたしの人生」　会員3名 
■ 第 2部　懇親会（昼食） 
　　　　　　カラオケのど自慢・かくし芸・お楽しみ大抽選会 
 

会員互助会からのお知らせ 

多数の会員の皆さんの 
参加をお願いします 

シルバー太鼓の演奏 熱く語る「私の人生」発表者 来賓　松山市長あいさつ 

昨
年
度
の
「
つ
ど
い
」
か
ら 
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シ
リ
ー
ズ 

会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介

会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介 
会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介

会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介 

シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会 

代
表
　
吉
田
　
　
勲 

会
員 

会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介 

　
「
歌
好
き
」
が
集
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
真
っ
盛
り
の
時
に
で
き
た

同
好
会
で
す
。
ブ
ー
ム
は
去
っ
た
も
の
の
、
歌
う
こ
と
が
大
好

き
で
、
ス
ト
レ
ス
発
散
、
健
康
の
た
め
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
１２
名
の
会
員
で
和
気
あ
い
あ
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
隔
月
、
第
三
月
曜
日
の
夕
方
か
ら
有
料
施
設
（
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
）
に
て
練
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
会
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
気
軽
に
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
役
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

顧
問
　
桑
　
原
　
長
　
利 

代
表
　
吉
　
田
　
　
　
勲 

会
計
　
吉
　
田
　
久
仁
夫 

「
百
の
頂
に
百
の
喜
び
あ
り
」

　

今
年
は
、
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
四
十

五
回
山
に
登
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、「
日
本
百

名
山
」
の
七
座
に
登
頂
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

「
日
本
百
名
山
」
の
四
十
一
座
に
登
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
「
日
本
百
名
山
」
は
、
深
田
久
弥
が
五
十
年

に
わ
た
っ
て
自
ら
歩
い
た
山
の
中
か
ら
、
品

格
・
歴
史
・
個
性
の
視
点
で
百
の
名
峰
を
選

ん
だ
も
の
で
、
今
も
変
わ
ら
ず
多
く
の
登
山

者
に
支
持
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
が
山
登
り
を
始
め
た
の
は
、
東
京
勤
務

の
二
十
五
歳
の
時
に
同
僚
と
富
士
山
に
登
っ

た
の
が
最
初
で
し
た
。
山
へ
の
憧
れ
を
実
現

す
べ
く
、
会
社
の
仲
間
と
同
好
会
を
作
り
、

富
士
山
を
手
始
め
に
毎
年
「
日
本
百
名
山
」

を
登
ろ
う
と
始
め
た
の
が
四
十
五
歳
、
名
古

屋
勤
務
の
時
で
し
た
。（
こ
の
同
好
会
は
、
今

年
で
二
十
四
年
目
、
唐
松
岳
・
五
龍
岳
に
登

り
ま
し
た
。）
そ
れ
以
来
、
毎
夏
百
名
山
に
登

る
に
つ
れ
山
の
素
晴
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、

も
っ
と
登
山
機
会
を
増
や
し
た
い
と
の
思
い

で
、
名
古
屋
の
山
岳
会
に
五
十
歳
の
時
に
入

会
し
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間
に
鈴
鹿
の
山
々

や
中
部
近
郊
の
山
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重

ね
、
夏
は
北
ア
ル
プ
ス
・
南
ア
ル
プ
ス
で
楽

し
い
登
山
を
し
て
い
ま
し
た
。
名
古
屋
の
地

の
利
を
活
か
し
て
家
内
と
北
岳
や
甲
斐
駒
ヶ

岳
な
ど
に
登
り
ま
し
た
。

　

定
年
退
職
し
て
福
知
山
へ
帰
っ
て
か
ら
も
、

登
山
を
続
け
る
た
め
に
「
福
知
山
山
の
会
」

に
入
会
し　
�
山
や
�の
思
い
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
大
病
で
三
回
入
院
し
、
良

い
先
生
に
恵
ま
れ
た
お
陰
で
健
康
を
取
り
戻

し
た
こ
と
も
あ
り
、一
度
は
諦
め
て
い
た「
日

本
百
名
山
踏
破
」
の
思
い
が
強
く
湧
い
て
き

ま
し
た
。
何
よ
り
も
一
緒
に
登
っ
て
く
れ
る

山
の
仲
間
に
恵
ま
れ
て
、
昨
年
か
ら
「
日
本

百
名
山
踏
破
」
の
目
標
を
新
た
に
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

百
名
山
踏
破
ま
で
あ
と
五
十
九
座
、
残
っ

て
い
る
の
は
九
州
・
北
海
道
・
東
北
・
関
東

の
遠
い
山
々
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
体
力
的
に

考
え
る
と
、
あ
と
五
〜
六
年
で
登
ら
な
い
と

夢
が
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
日
々
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
怠
ら
ず
、
体
力（
筋
力
）の
低
下
を
い

か
に
し
て
防
ぐ
か
、
努
力
を
し
な
け
れ
ば
到

達
で
き
ま
せ
ん
。

「
日
本
百
名
山
踏
破
」
を
夢
見
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

藤　

田　

隆　

雄

（
修
斉
地
区
）



第５３号  （１２）平成２７年１月 会報　シルバーふくちやま

入会説明会の日程 【平成27年2月～3月】 

場所／福知山市シルバー人材センター内 ワークプラザ 
時間／午後1時３０分～ 

・2月3日（火）・2月18日（水） 
・3月3日（火）・3月17日（火） 

会 　員 
募集中  

【一般作業分野】 
●屋内外清掃 
●除草・草刈り 
●チラシ・ビラ配り 
●農作業 
●荷造・運搬 
●包装・梱包 
●調理作業 

【折衝・外交分野】 
●販売員・店番 
●配達・集配 
●集金　●検針 

【管理分野】 
●施設管理 
●駐車（輪）場管理 
●建物管理 

【技能分野】 
●大工仕事 ●ペンキ塗り 
●障子・ふすま・ 
　網戸の張り替え 
●植木などの剪定 
●和洋裁 ●刃物とぎ 

【サービス分野】 
●家事援助サービス 
●福祉サービス 
●子育て支援 
　サービス 

【技術分野】 
●自動車の運転 
●家庭教師 
●パソコンの指導 
●学習教室の講師 

【事務分野】 
●一般事務　●経理事務 
●調査・集計事務 
●毛筆筆耕・宛名書き 
●パソコン入力 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
年
頭
に
あ

た
っ
て
「
今
年
こ
そ
は
！
」
と
い
う

気
に
な
り
、
夢
を
描
き
希
望
を
も
つ

も
の
で
す
。
新
し
い
年
の
抱
負
は
旧

年
中
の
反
省
に
た
っ
て
の
希
望
で
あ

り
、
実
現
へ
の
努
力
目
標
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
新
年
号
で
は
、
安
全
就
業
の
徹

底
、
強
化
を
重
点
に
編
集
し
て
い
ま

す
。
事
故
は
自
己
の
不
注
意
か
ら
発

生
し
ま
す
。
一
層
の
注
意
で
今
年
こ

そ
無
事
故
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
当
地
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
水

害
や
各
地
で
発
生
し
た
地
震
、
火
山

噴
火
や
台
風
被
害
に
心
を
痛
め
る
と

と
も
に
、
環
境
汚
染
、
人
心
荒
廃
に

も
さ
ら
に
個
々
人
が
し
っ
か
り
と
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
年
の

初
め
で
す
。

　

広
報
誌
の
編
集
も
、
さ
ら
な
る
工

夫
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
、
ご
意
見
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

編
集
委
員
会

委
員
長　

吉
井
雅
宏

委　

員　

青
山　

勲
・
渡
邉
満
子

　
　
　
　

足
立
数
枝
・
芦
田
泰
弘

　
　
　
　

大
槻
ノ
リ
子
・
中
川
壯
平

　
　
　
　

�
橋
昭
子

◆　

号
で
掲
載
し
ま
し
た　
故　
西
山
茂

�

�

雄
様
は
、

５２

　

西
川
重

�

�

雄
様
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫

　

び
申
し
上
げ
ま
す
。

塩
見　

�
男　
様
（
遷
喬
地
区
）

福
村　
　

保　
様
（
雀
部
地
区
）

片
岡　
　

允　
様
（
佐
賀
地
区
）

前
田　
　

勝　
様
（
雀
部
地
区
）合　

掌

月別入退会の状況
（単位：人）

月末現在会員数退　会入　会区分
月別 計女男計女男計女男

747237510平２５．末
73723250516610615平２６．４
726225501218131019　　　５
729226503633945　　　６
728226502725624　　　７
724225499413000　　　８
73322850572516511　　　９
737229508312725　　　１０
741231510202624　　　１１
741232509312321　　　１２
741232509692445631944合計


